











































郵便事情の極度に悪化 した年末年始の時期に発行されたといった事情 も手伝 って,乱丁
のある冊子が見られる｡又若干の植字ミス等があり,ここに正誤訂正および補足をさせて裁く｡
`誤 正
p93 上12 哩-の事 唯一つの事
下9 リングの構成素片に リングの構成線素片内に
p94 上3 a/2打-e2/4W-hc a,.'2m-e2/4打方C
p96 下479 7102 式(2)p 3 LF1 式(20)のように置くヲ7)の次に 【Gordonの分解参軌 文献 30)とJ.i.
Sakurai,"Advanced Quantum Mec(1967)p.107 を挿入ahi+(-mj)●前- hanics",Addison-WesleyPub.C0.,ahi+I (-mj)●すri≠j
(31) この(31)は不要




p108 下4 運動方程式(46)で 運動方程式が式(46)で
p110 上10 H21W- 0 環1(r)≠0
下4 fei,hi) fe,hJ
p114 式(64) ･J(r,～) ∇.i(r,i)
p122.上12 式(75)と式(70),(73) 式(■7.5)と式(70),(74)
p123 図4 [面 Sp は点pを中心 とする異心円]
p127 上2 10000にでも 1000 0Kでも
p128 下4 ∬成分 ･Ⅹ成分
p129 式(102) [Ⅰ,Ⅰ,] [Ⅰ.T.]































であって,ここに ㌦ はデ イラックの γ-マ トリックス (4行 4列 )であって,
γk-也(k- 1,2,3), γ｡-P乙 (2)
であ り,少(3,y,Z亘ct)は四行一列のベクトルであるが,場の理論に堪能でない人達












































































ろ仕卓に変 りたくてウズウズしているとも言えるのであって, ピス トン中の高圧ガスが
その例であるn磁場中にある古典電子ガス系がその熱的な運動エネルギーを消費して磁
束を追い出し,マイスナー状態に入 ったと仮定したとき,それだけの事実から系の全エ
ントロピーが減少 したと言うことは絶対に出来ないn p73下 11 (下からil行 目と















点であって,拙著 "新電磁気学 〝上 5*)4･3 p155-158, 卜 解 説1)§12d Pl2'q1
130 などを参照載きたい｡磁場の及ぼすローレンツ力と熱運動の結合によってMeissner
の状態は少 くとも運動学的には安定であることが厳密に示されるn
p72下7 71をOから Jlまで増 したとき,C2に流れ る∫2の逆作用が 左 に及ぶこ
とを注意するbしかし結果 として Ilが Oから11に変化したという立場は結構と考えるo
下 2"エネルギー極小 〝,"生理的 〝いづれ も気になる言葉であるo
p73上6, 飯田理論の原始の姿は ト解説1)plOO下 9, plO4下 10-4,plO6
式(51) p129式(99)である｡ VanVleckの図 4㌔),46*)で,境界面 附近 を境界との衝
突を繰返し乍ら,高速で常磁性的に回転運動し,内部の電子のサイクロトロン運動によ
る尤大な反磁性を打ち消 して了い,いわゆる MissvanLeeuwenの定理を成立させる境界
電子群の担 う磁気エネルギーが,K-メモでの式(26)の第 3項の表現 (筆者のParlIが)
式(72))を用いた時,
-ev･A(r)









場にあるが,一般読者は見ることが出来ないのであるo p73の下 14 は"Ilに対し
て負の仕事を行 う〝,下12,下 11は" Il に対 してなされた負の仕事は Ilの運動
エネルギー ((4)の第-項 )の減少とならねばならぬ 〝と書かないと混乱するb
p74上3以下に関して言 うと卜解説1) p127上9以下に述べているように retard-
ation が essentia】であるとは考えていない｡ しかし物理過程がその形で起ることは確















定され, InternalParameter X乙(ト 解説l)p117)の最初の変分方向のみに関するも
のである｡大きく変化した後の状況はブランコの例のように(p119上 1)色々であっ












ではF-Mgに等 しいと置かねばならぬo CaseAでは机ま自由で,M9-PS から定
まるkに初期条件があり, i-0で熱浴とガスとの間の熱絶縁が外される｡当然 T,≦T





[TE]- -∂UC--∂US-∂UeSasニー (ps-F)6h>0 潤
















∂Q=-Tr∂S,の関係 も定義できるかどうか疑わしく,まして, ∂U2T- T∂S2-P2dV2は
困る｡電磁的な仕事を無視 して, -p2dV2などを持ち出すセンスは判 らない∩ ∂U2T-
T∂S2 は既に述べたように全 くの過まりであるb従 って式(24)は得られない∩ なお p79













[TE]ニ ∂ーUC --♂〔uE+uf,+UkT〕 (17)
と計算されるのであるoそれがたまたまClの電流 Zlが全 く反応せず,飛期して来た

















な接合点という物理的意義を持っものであるb第二に, ∂j2 が発生 した以上は･その
際電磁エネルギーの体系と,電子の運動エネルギーの捧系との間に既に6U2T のエネ′レ
ギーの授受があり,従 って と- ≠0+∂≠0+∂≠αの時点での電磁場のエネルギーは初期状
態の電磁場のエネルギーとは既に独立になっている∩ 従 って熱力学の原則に従い, ≠-




には 卜 解説 §11だけでは不十分であって, PartIl ㌔) p69-71,77-79, および
partIIト Rg*)の対応する箇所に示 されているところの, i-tO+∂tで, ト解説1)
の図4の波頭面 Spが,なおC2内部の小さい領域に閉じ込められている状況の物理的解
析の理解が必要であるo






様は存在しないo p81の第二法則の議論が,初等的誤謬であることは言 う迄 もないで
あろうo































































2)近藤 淳 :物性研究 31(1978)71-86.
3) ∫.∫.Sakurai:"AdvancedQuantumMechanics",Addison-WesleyPub.Co.(1967)p.107.
4)K.Nishijima:"FieldsandParticles",BenjaminInc.(1969)Chaps.3,4,and6.





102cm-3, サイクロトロン半径 ro-vmc/ell-≫自由行路程, ro'≫}(浸透深度定数 ),
,≪ ｡などは当然のこととして仮定されている｡∩ -1010C詔,H -100kGの例題で
払 V -104m/secとして, r.-60A,平均電子間距離500Åであって,上の条件
に抵触する｡各電子は各々独立に極小円弧のサイクロトロン運動を行い,DriftVelocity
vDが無意味になる｡ 用 計算上は600,000A になるが,物理的意義は異なるo
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